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このたび川西市立総合医療センターでは、がん化学療法の高齢者機能評価に関する研究を実施し

ております。この研究を実施することによる患者さんへの新たな負担は一切ありません。また、患

者さんのプライバシーの保護については法令等を遵守して研究を行います。あなたの試料・情報に

ついて、本研究への利用を望まれない場合には、担当医師にご連絡ください。 

１．研究の目的及び意義  

川西市立総合医療センターでは、がん化学療法を受けられる、特に 65 歳以上の患者さまでを対象

に、がん化学療法の高齢者機能ツールの評価を行っております。 

２．研究の方法  

1) 研究対象者 

2021 年 9 月 1 日～2024年 10 月 31 日の間に化学療法を施行された方を対象とします。 

2) 研究実施期間 

許可日から 2026 年 3 月 31 日 

3) 研究方法 

医療スタッフより高齢者機能の調査項目である、①耳の聞こえ、②過去6カ月間の転倒回数、③自分

で服薬できるか、④健康上の理由により100メートル程度歩くことは制限されるか、⑤過去1か月間

に､ ⑥身体的あるいは心理的な理由により､ 社会的活動が減少および制限されたかを確認します。 

4) 使用する試料・情報 

◇ 研究に使用する試料

無し 

◇ 研究に使用する情報 

がんの種類、投与レジメン、年齢、性別、身長、体重、BMI、体表面積、ステージ（がんの進行

度）、治療目的（補助化学療法、進行再発）、患者の全身状態、治療予定コース、実治療コース、

治療開始日、治療終了日（最終投与日）、併存症、副作用の有無と程度、化学療法の中止の有無と

その理由。 

高齢者機能の調査項目：ヘモグロビン値、クレアチニン値、耳の聞こえ、過去6カ月間の転倒回

数、自分で服薬できるか、健康上の理由により100メートル程度歩くことは制限されるか、過去1か

月間に､ 身体的あるいは心理的な理由により､ 社会的活動が減少および制限されたか 

情報を提供して下さった患者さん個人が特定できないよう、これらの情報は完全に匿名化されま

す。登録されたデータは川西市立総合医療センターで解析されます。 

5) 試料・情報の保存 

登録されたデータは川西市立総合医療センターの責任下に保存されます。保存期間は本研究終了

（あるいは中止）後５年間とします。 

6) 研究計画書の開示 

本研究の実施に関する情報は、川西市立総合医療センターのホームページで公開します。

本研究の結果は、国内の学術大会等で発表する予定です。 

7) 研究成果の取扱い 

得られた結果について、研究対象者へ個別に対応することはありません。 

 

8) 問い合わせ・連絡先 

この研究についてご質問等ございましたら、下記の連絡先までお問い合わせ下さい。また、あな

たの試料・情報が研究に使用されることについてご了承いただけない場合には研究対象とはしませ

んので、下記にお申し出ください。資料・情報の使用を断られても患者さんに不利益が生じること

はありません。なお、研究参加拒否の申出が、既に解析を開始又は結果公表等の後となり、当該措

置を講じることが困難な場合もございます。その際には、十分にご説明させていただきます。 
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